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1 .  背 景 ・ 目 的  
 
ホ ル ム ア ル デ ヒ ド （ F o r m a l d e h y d e 、 以 下 F A ） は 水 溶 性 の
化 学 物 質 で あ り 、 世 界 的 に 防 腐 剤 ・ 接 着 剤 と し て 使 用 さ れ て
い る 。 最 近 の 研 究 で は 、 F A へ の 曝 露 に よ る ヒ ト へ の 健 康 影 響
が 指 摘 さ れ て お り 、 発 が ん 性 だ け で な く 、 ア レ ル ギ ー 疾 患 ・
シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 ・ 化 学 物 質 過 敏 症 へ の 関 連 も 疑 わ れ て い
る 。  
一 方 で 、医 学 部 や 歯 学 部 で 実 施 さ れ る 肉 眼 解 剖 実 習（ 以 下 、
実 習 ）に 提 供 さ れ る 解 剖 体 は 腐 敗 防 止 の た め F A を 含 む 防 腐 固
定 液 で 処 置 し 保 存 す る の が 適 切 と さ れ る 。 ま た 、 防 腐 固 定 液
に 含 ま れ る エ タ ノ ー ル の 代 謝 に よ っ て 生 じ る ア セ ト ア ル デ ヒ
ド （ A c e t a l d e h y d e 、 以 下 A A ） も 、 シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 ・ ア レ
ル ギ ー 疾 患 等 と の 関 連 性 が 指 摘 さ れ て い る 物 質 で あ る 。  
最 近 の 研 究 で は 、 実 習 に 用 い る 解 剖 体 の 防 腐 固 定 処 置 に 使
用 さ れ る ホ ル マ リ ン ・ エ タ ノ ー ル に 由 来 す る F A ・ A A が 、 実
習 中 の 学 生 や 教 員 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 指 摘 し て い る 。 一 方
で 、 解 剖 進 度 の 違 い に よ る F A ・ A A 放 散 量 の 差 異 に 着 目 し た
報 告 は 少 な い 。 本 研 究 で は 、 解 剖 進 度 毎 の F A ・ A A 放 散 量 を
解 析 し 、 そ の 原 因 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  
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2 .  方 法  
 
医 学 研 究 の 同 意 を 得 た 体 型 の 異 な る 解 剖 体 （ F A ： 6 体 ( 男 性
3 体 、女 性 3 体 ) 、 A A： 4 体 ( 男 性 2 体 、女 性 2 体 ) ）に つ い て 、
各 解 剖 進 度 （ 解 剖 前 ･切 皮 後 ･皮 下 脂 肪 除 去 後 ･胸 腹 腔 開 放 後 ）
に お い て 、 胸 腹 部 上 に 放 散 す る F A ・ A A を 縦 断 的 に ア ク テ ィ
ブ サ ン プ リ ン グ 法 に よ り 1 L / m i n の 流 量 で 3 0 分 間 採 取 し た 。
各 解 剖 進 度 に お け る 測 定 は 、F A・ A A が 検 知 さ れ な い 測 定 室 内
（ 3 . 3  m × 4 . 4  m × 3 . 1  m ） で 行 っ た 。 測 定 高 は 実 習 中 に 作 業 す
る 際 に 呼 吸 に よ る 曝 露 を 受 け る 顔 の 高 さ と な る 床 面 か ら 1 3 0  
c m の 高 さ に 設 定 し た 。 ま た 、 皮 下 脂 肪 か ら 放 散 す る F A ・ A A
濃 度 に 着 目 し 、 切 皮 後 の 段 階 で 胸 腹 部 皮 下 脂 肪 を 採 取 し 、 同
様 に 測 定 を 行 っ た 。F A・ A A を 捕 集 す る サ ン プ ラ ー に は D N P H
を 含 浸 さ せ た ア ル デ ヒ ド / ケ ト ン 捕 集 用 サ ン プ ラ ー を 使 用 し 、
採 取 後 に 、 ア セ ト ニ ト リ ル で 溶 出 さ せ る 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ
ラ フ ィ ー （ H P L C ） に よ り 分 析 し た 。 な お 、 サ ン プ リ ン グ 時 に
は 温 湿 度 を 測 定 し 、 分 析 時 に 温 湿 度 に よ る 補 正 を 行 っ た 。  
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3 .  結 果  
 
3 - 1 .  解 剖 進 度 毎 の F A 放 散 量 と 性 差  
各 解 剖 進 度 に お け る F A 放 散 量 を 比 較 し た 結 果 、解 剖 前 の 段
階 に 比 べ 、切 皮 後 以 降 の 全 て の 解 剖 進 度 で F A 放 散 量 が 有 意 に
上 昇 し た 。 男 性 の 解 剖 体 で は 切 皮 後 ・ 皮 下 脂 肪 除 去 後 で 有 意
に 上 昇 し た 。ま た 、解 剖 進 度 毎 に 男 女 間 で F A 放 散 量 を 比 較 し
た 結 果 、 皮 下 脂 肪 除 去 後 以 降 の 解 剖 進 度 に お い て 、 男 性 に 比
べ 女 性 の 解 剖 体 か ら の F A 放 散 量 が 有 意 に 高 く な っ た 。  
 
3 - 2 .  解 剖 進 度 毎 の A A 放 散 量 と 性 差  
各 解 剖 進 度 に お け る A A 放 散 量 を 比 較 し た 結 果 、解 剖 前 の 段
階 に 比 べ 、切 皮 後 ・ 皮 下 脂 肪 除 去 後 の 解 剖 進 度 で A A 放 散 量 が
有 意 に 上 昇 し た 。ま た 、解 剖 進 度 毎 に 男 女 間 で A A 放 散 量 を 比
較 し た 結 果 、 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た 。  
 
3 - 3 .  胸 腹 部 皮 下 脂 肪 か ら の F A 放 散 量 と 性 差  
胸 腹 部 皮 下 脂 肪 か ら の F A 放 散 量 を 男 女 間 で 比 較 し た 結 果 、
男 性 の 皮 下 脂 肪 に 比 べ 、女 性 の 皮 下 脂 肪 か ら の F A 放 散 量 が 高
く な る 傾 向 が み ら れ た 。 ま た 、 皮 下 脂 肪 重 量 1 k g あ た り か ら
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の F A 放 散 量 を 比 較 し た 結 果 、男 性 の 皮 下 脂 肪 に 比 べ 、女 性 の
皮 下 脂 肪 か ら の F A 放 散 量 が 有 意 に 高 く な っ た 。  
 
3 - 4 .  胸 腹 部 皮 下 脂 肪 か ら の A A 放 散 量 と 性 差  
胸 腹 部 皮 下 脂 肪 か ら の A A 放 散 量 を 男 女 間 で 比 較 し た 結 果 、
男 女 間 で 大 き な 差 は み ら れ な か っ た 。ま た 、皮 下 脂 肪 重 量 1 k g
あ た り か ら の A A 放 散 量 を 比 較 し た 結 果 、女 性 の 皮 下 脂 肪 に 比
べ 、男 性 の 皮 下 脂 肪 か ら の A A 放 散 量 が 高 く な る 傾 向 が み ら れ
た 。  
 
4 .  考 察  
 
本 研 究 に お い て 、 厚 生 労 働 省 に よ る 健 康 影 響 が 懸 念 さ れ る
指 針 濃 度 （ F A ： 0 . 0 8  p p m ， A A ： 0 . 0 3  p p m ） を 超 え る 進 度 が
解 剖 初 期 の 段 階 で み ら れ た 。 ま た 剖 出 時 に 解 剖 体 か ら 放 散 す
る F A 濃 度 に は 性 差 が あ り 、男 性 に 比 べ 女 性 の 解 剖 体 か ら 放 散
す る F A 濃 度 が 高 く な る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 F A と A A で
は 放 散 量 が 上 昇 す る 傾 向 が 異 な っ て お り 、 そ の 要 因 の 一 つ と
し て 男 女 間 の 体 組 成 の 差 、 特 に 皮 下 脂 肪 組 織 の 違 い が 関 与 し
て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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5 .  結 語  
 
本 研 究 結 果 は 、 実 習 に お け る F A ・ A A の 放 散 メ カ ニ ズ ム 解
明 の 基 礎 と な り 、 リ ス ク 評 価 の 確 立 と 実 習 環 境 の 改 善 に よ る
予 防 医 学 の 実 践 を 導 く 一 助 と な ろ う 。  
